
戦時下朝鮮民衆の生活
樋口雄一編・解説／植民地朝鮮の“近
代化”の真実を示す史料。食・栄養・
健康を中心に人口動態、農民階層、自
然災害、民衆の動向・言動等の資料を
通じて戦時下民衆の生活の実相を明ら
かにする。� 全４巻／80,000円

――復刻――

朝鮮史研究会会報
―創刊号（1959）～100号（1990）―

朝鮮史研究会編／戦後日本の朝鮮史研
究の歴史を知る上で必須の文献であ
り、日本朝鮮史学会の歩みを克明に記
録した第一級史料である。
� 全３巻・別巻１／45,000円

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉 朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

朝鮮史研究会論文集
朝鮮史研究会編／日本の朝鮮史研究をリー
ドする研究誌。第三次復刻（第１集～第30
集を合本）。全8巻・別冊１／ 150,000 円

戦前朝鮮人関係警察資料集
――樺太庁警察部文書――

長澤秀編／解説　原資料は日本敗戦時に旧
ソ連軍に押収された文書。朝鮮人に対する
警察の管理・取締の実態史料を所収。研究
者未見。 全4巻／ 80,000 円

在日朝鮮人史研究
在日朝鮮人運動史研究会編／朝鮮・韓国人
と日本人研究者の二十数年にわたる共同研
究の成果。創刊号（1977年12月）から第
20号までの合本。 全 4巻／ 70,000 円

韓
国
・
朝
鮮
・
在
日
朝
鮮
人
　
関
連
書
籍
の
ご
案
内

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

〈特約店〉

韓国・朝鮮・在日朝鮮人　関連書籍のご案内

■
体
裁　

全
２
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
３
６
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―165

―9

■
刊
行　

平
成
26
年
５
月
刊

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
⓾

山
田
昭
次
（
日
本
近
代
化
史
研
究
者
）
編

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444
［消費税が別途加算されます］

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書

■
本
叢
書
は
今
日
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
に
関
す
る
史
料・
記

録・
研
究
の
成
果
と
発
掘
を
ふ
ま
え
て
、

広
く
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
の
問
題
に
関

心
を
も
つ
人
々
に
活
用
さ
れ
、
一
層
の
理

解・
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
の
会
員

に
よ
り
多
様
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
企
画
し
た
。

■「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
を
契
機
に
、
真

の
日
本
と
韓
国
・
朝
鮮
の
友
好
・
交
流
を
築

い
て
い
く
た
め
に
も
、
改
め
て
資
料
で
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
の
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

山
田
昭
次
編

10

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修
　
既
刊
１
～
９　
★
は
続
刊

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

本
資
料
の
特
色

▼
関
東
大
地
震
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
裁
判
資
料
と

　
し
て
現
在
知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
判

　
決
書
を
収
録
。

▼
判
決
書
の
内
、
判
読
し
に
く
い
群
馬
県
藤
岡
事
件
の
東

　
京
控
訴
院
判
決
書
に
解
読
文
を
付
し
た
。

▼
日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
事
後
処
理
政
策
を
研

　
究
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
資
料
。

▼
附
録
と
し
て
、
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
朝
鮮
人
犠
牲
者
の

　
追
悼
碑
と
そ
の
解
説
を
付
し
た
。

関
東
大
震
災

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修
　
既
刊
1
～
9　
★
は
続
刊

在
日
朝
鮮
人
史

資
料
集
　
　
　

1
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編

『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
し
、
通
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
他
の
史
料
集
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な

い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-134-5

在
日
本
朝
鮮
人

商
工
便
覧
　
　

2
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編　

樋
口
雄
一
解
説

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態
に
関
す

る
全
国
的
調
査
資
料
（
一
九
五
七
年
版
）。
な
お
、
同
連
合
会
編

『
調
査
月
報
』
の
附
属
資
料
を
付
す
。

▼
全
１
巻
／
本
体
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-135-2

戦
後

初
期

在
日
朝
鮮
人
　

人
口
調
査
資
料
集

3
長
澤
秀
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資

料
。
戦
後
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収

録
。
統
計
局
の
報
告
書
と
し
て
は
未
刊
行
の
資
料
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-138-3

在
日
朝
鮮
人
　

教
育
関
係
資
料

4
佐
野
通
夫
編
・
解
説

戦
後
（
一
九
四
五
～
一
九
八
〇
）
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・

背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で
き
、
日
本
人
教
師
の
在
日
朝
鮮
人
教

育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
、
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府

の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
政
策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-142-0

朝
鮮
人
強
制
動
員

関
係
資
料
　
　
　

5
山
田
昭
次
編
・
解
説

戦
時
下
（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）
の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫

の
実
態
を
、
裁
判
資
料
、
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
、
常
磐
炭

礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
、『
労
務
時
報
』・『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収

朝
鮮
人
関
係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-145-1

在
日
朝
鮮
人
　

留
学
生
資
料
　

6
裵
姈
美
編
・
解
説

一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
を
通
観

す
る
初
め
て
の
資
料
。
朝
鮮
総
督
府
や
官
憲
の
報
告
書
、
個
人

の
書
簡
、
日
本
と
朝
鮮
の
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等
種
々
の
資

料
を
収
録
。
朝
鮮
近
現
代
史
の
教
育
、
思
想
、
運
動
、
政
治
、

経
済
な
ど
の
研
究
分
野
に
も
必
備
の
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
５
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-150-5

在
日
朝
鮮
人
　

警
察
関
係
資
料

7
福
井
讓
編
・
解
説

鳥
取
県
内
を
中
心
と
し
た
、
朝
鮮
人
関
係
の
各
種
指
示
・
連
絡

事
項
及
び
在
日
朝
鮮
人
の
身
元
照
会
・
調
査
資
料
等
を
収
録
。

治
安
当
局
の
末
端
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
当
時
の
諸
政
策
の

実
態
に
迫
る
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
８
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-154-3

在
日
朝
鮮
人
　

生
活
保
護
資
料

8
金
耿
昊
編
・
解
説

一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
在
日
朝

鮮
人
の
生
活
困
窮
者
層
の
動
向
（
と
り
わ
け
生
活
保
護
受
給
者

の
動
向
）
を
広
汎
に
記
載
し
た
初
め
て
の
資
料
集
。
生
活
保
護

問
題
を
考
え
る
歴
史
的
原
点
資
料

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-159-8

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集

9
宋
恵
媛
編
・
解
説

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
（
一
世
女
性
の
日
本
語

作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）
の
間
に
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
日

本
語
で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
・
日
記
・
手
紙
・
作
文
・
小
説
等
を

集
成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
２
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-162-8

関
東
大
震
災
　
　
　
　

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

⓾ 

山
田
昭
次
編

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
裁
判
資
料
と
し
て
現

在
知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
判
決
書
を
収
録
。

日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
事
後
処
理
政
策
を
研
究
す
る

上
で
本
書
所
収
の
判
決
書
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-165-9

戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
特
集
記
事
集　
外
村
大
編　

★

以
下
続
刊
！

一
九
四
五
～
八
四

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
裁
判
資
料

と
し
て
、
現
在
知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
と
群
馬

県
の
判
決
書
を
収
録
。
日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事

件
の
事
後
処
理
政
策
を
研
究
す
る
上
で
、
本
書
所
収

の
判
決
書
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

1

9



　
　
　
解
説
　
関
東
大
震
災
時
に
お
け
る
群
馬
県
藤
岡
で
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
と
そ
の
裁
判
に
つ
い
て猪

　
上
　
輝
　
雄
　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
、
関
東
南
部
一
帯
に
発
生
し
た
大
地
震
、
所
謂
関
東
大
震
災
に
際
し
、
朝
鮮
人
虐
殺
と
い
う
悲
劇
が
発
生
し

た
。
群
馬
県
で
も
当
時
の
藤
岡
町
に
お
い
て
、
一
七
名
の
罪
な
き
朝
鮮
人
が
民
衆
の
手
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て

い
る
。
再
び
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
事
件
の
概
略
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

 

（
一
）　
藤
岡
警
察
署
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
発
生

１
、「
流
言
蜚
語
」の
流
入

関
東
大
震
災
直
後
、
朝
鮮
人
が
井
戸
に
毒
を
投
入
し
た
り
、
放
火
を
し
て
い
る
と
の「
流
言
蜚
語
」の
波
は
直
ち
に
群
馬
県
内
に
も
流
入

し
た
。

九
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
埼
玉
県
北
部
で
の
日
本
人
民
衆
に
よ
る
朝
鮮
人
虐
殺
の
情
報
は
、
藤
岡
、
新
町
方
面
に
も
ひ
ろ
が

り
、
流
言
蜚
語
は
、
ま
す
ま
す
尾
ひ
れ
を
つ
け
て
拡
大
し
た
。
従
っ
て
、
人
々
の
目
は
自
然
に
周
辺
に
住
む
朝
鮮
人
に
集
中
し
、
不
穏
な

空
気
が
漂
い
始
め
て
い
た
。

藤
岡
警
察
署
長
設
楽
友
次
郎
警
部
は
、
事
故
発
生
の
恐
れ
を
感
じ
取
り
、
九
月
五
日
未
明
、
多
野
郡
新
町
の
土
木
請
負
業
鹿
島
組
傘
下

の
岩
田
金
次
郎(

こ
の
氏
名
は
成
道
寺
過
去
帳
に
よ
る)

方
に
使
用
さ
れ
て
い
る
砂
利
採
取
夫
な
ど
朝
鮮
人
一
二
名
、
同
じ
く
新
町
に
住

ん
で
い
た
朝
鮮
人
行
商
三
名
を
拘
束
し
、
彼
ら
の
身
辺
保
護
の
た
め
留
置
場
に
収
容
し
た
。
更
に
同
日
昼
ご
ろ
に
は
、
自
ら
保
護
を
求
め

　
　
　
解
説
　
埼
玉
県
・
群
馬
県
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑

山
　
田
　
昭
　
次
　

①
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
染
谷
　
常
泉
寺
墓
地「
朝
鮮
人
姜
大
興
墓
」（
建
立
年
不
詳
）

一
九
二
三
年
九
月
四
日
午
前
二
時
頃
、
片
柳
村（
現
大
宮
市
）染
谷
で
警
戒
中
の
住
民
た
ち
が
朝
鮮
人
姜
大
興
を
見
つ
け
、
逃
げ
ま
わ
る

姜
を
追
い
か
け
て
槍
や
日
本
刀
で
虐
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

片
柳
村
の
小
泉
作
次
郎
の
回
想
に
よ
る
と
、
姜
大
興
の「
墓
は
、
事
件
の
関
係
者
が
責
任
を
感
じ
、
ま
た
同
情
し
て
た
て
た
の
だ
」と
の

こ
と
で
あ
る（

１
）。

墓
の
側
面
に「
関
東
地
方
大
震
災
ノ
節
当
字
ニ
於
テ
死
亡
　
施
主
　
染
谷
一
般
」と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
小

泉
作
次
郎
が
言
う
よ
う
に
、
虐
殺
さ
れ
た
姜
大
興
を
悼
ん
だ
染
谷
の
住
民
た
ち
が
事
件
後
ま
も
な
く
墓
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
寄
居
　
正
樹
院
墓
地
　「
感
天
愁
雨
信
士
」（
俗
名
　
具
学
永
）墓（
建
立
年
不
詳
）

具
学
永
は
寄
居
町
に
近
い
桜
沢
村
の
真ま

し

下も

屋
と
い
う
安
宿
に
住
ん
で
飴
売
り
の
行
商
を
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
彼
は
事
件
の
二

年
前
か
ら
寄
居
町
の
正
樹
院
脇
の
長
屋
に
一
人
で
住
ん
で
い
た
と
い
う
回
想
も
あ
る（

２
）。

事
件
の
二
年
前
に
真
下
屋
か
ら
正
樹
院
脇
の
長
屋

に
移
り
住
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
寄
居
町
の
一
町
民
の
回
想
に
よ
る
と
、
当
時
の
寄
居
の
町
民
で
彼
を
知
ら
な
い
者
は
な

く
、
ふ
だ
ん
か
ら
彼
が
善
良
な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う（

３
）。

し
か
し
一
九
二
三
年
九
月
三
日
に
大
里
郡
役
所
か
ら「
不
逞
鮮
人
」の
来
襲
に
対
処
し
て
自
警
団
を
組
織
せ
よ
と
の
通
達
が
来
た
。
こ
れ

は
埼
玉
県
内
務
部
長
が
県
下
町
村
に
対
し
て
自
警
団
を
組
織
せ
よ
と
命
じ
た
通
牒
が
、
大
里
郡
役
所
経
由
で
伝
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
寄
居
町
や
そ
の
周
辺
の
用
土
村
、
桜
沢
村
、
折
原
村
、
花
園
村
に
自
警
団
が
組
織
さ
れ
た
。
具
学
永
は
こ
う
し
た
状
況
に
不
安

を
感
じ
て
五
日
の
昼
頃
、
自
ら
寄
居
警
察
分
署
に
保
護
を
求
め
た
。
や
は
り
五
日
昼
頃
、
用
土
村
で
は
本
庄
警
察
署
の
警
部
補
が
制
服
を

着
て
な
か
っ
た
の
で「
不
逞
鮮
人
」と
間
違
わ
れ
る
騒
動
が
起
こ
り
、
そ
の
上
に
熊
谷
や
本
庄
警
察
署
で
の
朝
鮮
人
虐
殺
が
伝
え
ら
れ
て
き

た
。
用
土
村
自
警
団
の
中
で
具
学
永
を「
不
逞
鮮
人
」の
一
味
と
し
て
殺
害
し
よ
う
と
い
う
声
が
出
て
、
彼
等
は
真
下
屋
に
向
か
っ
た
が
、

　

▼
附
録
「
埼
玉
県
・
群
馬
県
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
碑
文
」
よ
り

　

▼
藤
岡
事
件
の
参
考
文
献
「
朝
鮮
人
虐
殺
関
連
新
聞
報
道
史
料
」（
小
社
刊
）
よ
り

⑤
埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町

　安
盛
寺
境
内「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
慰
霊
碑
」（
一
九
五
二
年
）

［
正
面
］

［
裏
面
］

［
正
面
］

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者

慰

　
　霊

　
　碑

［
裏
面
］

大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
際
し
朝
鮮
人
が
動

　
　

 

賛
助

乱
を
起
し
た
と
の
流
言
に
よ
り
東
京
方
面
か
ら

　
　埼

　玉

　縣

送
ら
れ
て
来
た
数
十
名
の
人
々
が
こ
の
地
に
お

　
　埼
玉
縣
議
會

い
て
悲
惨
な
最
後
を
遂
げ
た
尓
来
二
十
有
九
年

　
　児
玉
郡
町
村
長

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
こ
の

　
　同

　議

　長

た
び
理
解
あ
る
日
朝
両
国
人
有
志
に
よ
っ
て
慰

　
　同
農
業
協
同
組
合
長

霊
碑
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
我
々
は
痛
恨

　
　日

　朝

　有

　志

の
中
に
も
こ
の
碑
の
建
立
に
よ
っ
て
過
去
の
過

　
　一
九
五
二
年
四
月
廿
日
建
之

ち
を
再
び
く
り
か
え
す
こ
と
な
く
今
后
互
に
ア

　
　
　
　

 

發
起

ジ
ア
の
同
胞
と
し
て
相
親
し
み
深
き
反
省
と
自

　
　神
保
原
村

重
と
を
も
っ
て
相
た
ず
さ
え
て
永
遠
に
平
和
な

　
　賀
美
町

東
洋
の
建
設
に
邁
進
し
た
い
こ
の
碑
が
そ
の
道

　
　埼
玉
縣
朝
鮮
人

　
　

標
と
も
な
り
金
字
塔
と
も
な
ら
ん
こ
と
を
祈
っ

て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る

　
　

　
　
　
　
　文
学
博
士

　柳
田
謙
十
郎
選
文

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

玉
翠
木
村
貞
次
書

　

▼
警
戒
中
の
住
民
た
ち

 　
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
一
周
年
を
ま
も
な
く
迎
え
る
一
九
二
四
年
八
月
二
八
日
付

の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊
は
、
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
に
対
す
る
政
府
の
態
度
を
厳
し
く
批
判
し

て
「
鮮
人
事
件
に
至
て
は
、
忘
す
ら
れ
ん
す
る
段
か
、
兎
も
す
れ
ば
暗
に
葬
っ
て
し
ま
お
う
と
す

る
。
い
よ
い
よ
以
て
恥
の
上
塗
で
あ
る
」
と
言
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
批
判
の
よ
う
に
政
府
は
、
下

は
東
京
・
横
浜
の
警
察
官
や
、
上
は
内
務
省
警
保
局
長
に
至
る
ま
で
、
朝
鮮
人
が
震
災
時
に
暴
動

を
起
こ
し
た
と
誤
認
し
た
結
果
、
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
を
回
避
す
る
た
め
の

事
件
の
事
後
処
理
の
実
施
に
汲
々
と
し
て
い
た
。
朝
鮮
人
暴
動
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
山
本
権

兵
衛
内
閣
は
、
一
九
二
三
年
九
月
五
日
に
布
告
し
た
内
閣
告
諭
で
民
衆
の
朝
鮮
人
迫
害
を
抑
え
よ

う
と
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
迫
害
が
「
日
鮮
同
化
の
根
本
主
義
に
は
背
戻
す
る
の
み
な
ら

ず
、
又
諸
外
国
に
報
ぜ
ら
れ
て
決
し
て
好
ま
し
き
こ
と
に
非
ず
」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
山
本
内

閣
は
朝
鮮
人
に
対
す
る
迫
害
が
朝
鮮
人
の
同
化
、
つ
ま
り
皇
国
臣
民
化
の
妨
げ
と
な
っ
て
植
民
地

支
配
の
動
揺
を
引
き
起
こ
し
、
か
つ
日
本
が
国
際
的
批
判
を
浴
び
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
に
対
す
る
裁
判
は
行
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
裁
判
は
内
閣
の
こ
の
よ
う
な
政

治
的
思
惑
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
。
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
刑
罰
は
、
警
察
署
に
拘
束
さ
れ
て
い

た
朝
鮮
人
、
ま
た
は
警
察
署
に
保
護
を
求
め
て
来
て
い
た
朝
鮮
人
を
虐
殺
す
る
目
的
で
、
警
察
署

を
襲
撃
し
た
被
告
に
対
し
て
重
く
、
警
察
署
に
い
な
か
っ
た
朝
鮮
人
を
殺
害
し
た
被
告
に
対
し
て

は
軽
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
朝
鮮
人
を
虐
殺
し
た
こ
と
よ
り
も
、
警
察
署
襲
撃
を
反
国
家

的
行
動
と
見
て
よ
り
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
警
察
署
に
い
な
か
っ
た
朝
鮮
人
を
殺
害
し
た
日
本
人

に
対
す
る
措
置
は
、
日
本
人
に
軽
く
と
も
、
と
も
か
く
刑
罰
を
科
し
て
朝
鮮
人
を
慰
撫
し
、
朝
鮮

人
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
反
感
や
抵
抗
が
起
こ
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
て
、
朝

鮮
人
の
人
権
尊
重
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
事
後

処
理
政
策
を
研
究
す
る
上
で
本
書
所
収
の
判
決
書
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

山
田
昭
次
（
日
本
近
現
代
史
研
究
者
）

　

▼
熊
谷
事
件
・
東
京
控
訴
院
判
決
書

　

▼
藤
岡
事
件
・
前
橋
地
裁
判
決
書

第
１
巻　

埼
玉
県
関
係

	

解
説
（
山
田
昭
次
）

一
　
片
柳
事
件

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

二
　
神
保
原
事
件

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

三
　
寄
居
事
件

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

　
　
大
審
院
判
決
書

四
　
熊
谷
事
件
　
　

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

　
　
大
審
院
判
決
書

五
　
本
庄
事
件

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

六
　
妻
沼
事
件

　
　
浦
和
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

第
２
巻　

群
馬
県
関
係

	

解
説
（
猪
上
輝
雄
／
山
田
昭
次
）

一
　
藤
岡
事
件

　
　
前
橋
地
裁
判
決
書

　
　
東
京
控
訴
院
判
決
書

　
　
大
審
院
判
決
書

二
　
倉
賀
野
事
件

　
　
前
橋
地
裁
高
崎
支
部
判
決
書

附
録

埼
玉
県
・
群
馬
県
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
碑
文

解
説
　
埼
玉
県
・
群
馬
県
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑

�

（
山
田
昭
次
）

 

本
書
収
録
判
決
書

 
刊
行
の
辞


